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    第 １６ 回 例 会 報 告（１１月２日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５０名         ・出席数  ３６名          ・欠席数  １４名 

・当日出席率   ７３．９１％            ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞青野(淳)､原､平田､冠､河野､桑森､松木(久)､大澤､中村､岡本､田崎､吉田 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧) 

<10/19 欠席補填>（10/7 高知中央)菅､桑森（10/10 今治南)河野（10/17 今治南）岡本（10/23 今治南）平田､冠､ 

木村､近藤､眞鍋､宮道､中村､大河内､辰巳､田中､吉田 

◇幹事報告・11月のロータリーレートは 1ドル 114 円です。 
  ・2018 年 2 月 3日(土)11 時 20 分より、西条市丹原文化会館にて東予 RC 主催のインターシティ・ミ

ーティングが開催されます。テーマは『クラブの特性を生かそう』です。参加費 3,000 円(昼食込) 
  ・次週 11月 9 日（木）の例会はクラブ計画書では職場訪問例会になっていましたが、商工会議所大

会議室にて通常例会（新会員卓話／坂本会員）を行います。お間違いないようお越しください。 
  ・本日例会終了後、11 月定例理事会を開催しました。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・▼宮道勝敏会員(４４歳)：インターネットによると人生において壮年期
は働き盛りで社会の中核を担う、とあります。30歳からの 14 年間そうではなかったと思うので、
残りの 1年で精進したいと思います。▼村上裕一会員(５０歳)：初老の入口かも知れませんが阿
部会員のトレーニングで見かけは少し若くなったのではないかと思っています。腹筋も 4つぐら
いには割れたので、頑張って 6パックを目指します。  

 

ロータリー情報委員会アワー 
◆村上修三委員長：ロータリークラブとはいわゆる社交クラブです。ポール・ハリスが設立の動機を尋ねられ

たとき、寂しかったからと答えたそう。つまり職業上の損得を超えた信頼できる友人の存在こそが RC の原点

です。その中でクラブが拡大すると存在価値を高めるために奉仕の概念がわき上がってくるのも当然かと思い

ます。RC が消滅しても世間が何の痛痒も感じないようでは寂しい限りではありませんか。▼入会当初は「例会

は人生の道場」、「例会出席が奉仕の心を育む」、「RC にノーはない」など、耳にたこができるほど聞かされまし

た。最近入会された方にピンとくるでしょうか。最初は私も理解できず、年長者が精神論をぶっている、奉仕

事業をする RC だから会員に奉仕の心が宿っているのか、ぐらいにしか思っていませんでした。▼「"One Profits 

Most Who Serves Best"— — 最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」。アーサー・フレデリック・シェルド

ンの挨拶から派生した標語です。この中で報いられると訳される Profits は「ドルでもセントでもない、人生

の something だ」とポール・ハリスは語りました。RC は倫理を踏まえた奉仕と親睦を重んずる団体。B.フラン

ク・コリンズが語った「"Service Above Self"— — 超我の奉仕」と同義であり、感謝の気持ちを持って「させ

ていただく」ことこそが洋の東西を問わず重要なことなのです。ちょっとした心の持ち方を相手は敏感に察し

ますし、互いの心が通じ合ったときには感動さえも生まれます。この感動が RC のパワーの源であり、奉仕の

心とはその心の持ち方なのではないでしょうか。▼ロータリアンの義務の中に「例会に出席すること」があり

ます。幅広い年齢層の方が集う中で自己研鑽を積む例会にこそ、重要性があるのです。1 年ごとに変わる委員

会、そして小委員会は多くの知識を得、親睦を深めるチャンスです。ですから皆さんも頼まれた役職は引き受

けてください。▼1995 年ごろから「どこへ行くロータリー」と言われ始めました。「昼飯を食いに行く」とい

う重松会員並みのジョークに寒さを覚えます。もともと RIは RC が会員となって構成されたもの。それがいつ

の間にか上意下達になり、会員増強したいがために RI が採ったのは会員になる条件を限りなく緩めることで

した。今や出席率 50%で良くなりましたし、Eクラブに至っては 30 分間 Web サイトをストリーミングすること

で例会出席と見なされます。そこまでしてRIは人頭分担金が欲しいのでしょうか。▼しかしやはりFace to Face

がコミュニケーションの基本。平尾会員がイタリアで体験した「いつ始まっていつ終わったかわからない例会」

ではなく、軍隊か学校のように整然とした日本式の RC があってもいいと思います。我々は何を目的にどうい

う方法で達成していくのか、変わりゆく環境の中で見失ってはなりません。 

次 回 例 会（１１月９日） 

【 新会員卓話 】  

＜会員誕生日祝＞ 大澤 正尚氏（11/13） 眞鍋 次男氏（11/16） 渡邊 道信氏（11/26） 

＜配偶者誕生祝＞ 青野 淳一氏（11/18） 

＜結婚記念日祝＞ 西信 正男氏（11/9）  岩藤 将史氏（11/21） 矢野 暢生氏（11/29） 

＜入会記念日祝＞ 青野 明高氏（11/26）  

〔 健寿司 〕 


